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　豊橋駅にほど近い住宅地に建つ住宅です。北側には道路を
挟んで古い神社があり大きな樹々が葉を茂らせていました。
南からの陽光をたっぷりと取り込みたい一方で、北側の緑も
生活の中に活かしたい。開放的な空間づくりをイメージする
一方で参拝者の視線からはプライバシーを守る必要がありま
した。また「市川の家」をご覧になってご依頼下さった施主
様はスキップフロアの空間づくりという確固としたイメージ
をお持ちでした。
　そこで今回のケースでは、北側の神社に向かって１段高い
リビングを設け、さらに窓を目線よりも高い位置に設けるこ
とで、屋内の視線を樹々や空に導くとともに、道行く人々か
らの視線を遮っています。北側に配置するディメリットを補
うために、リビングの上を吹き抜けとすることで2階に射し
込む陽の光がリビングにまで直接届くように考えました。
　 北側に吹き抜けを設けることで屋内の熱環境が心配されま
したが、温暖な豊橋の気候と高い断熱性能とで、エアコンだ
けで一年を通じて快適に過ごせる家となっています。
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　東側を道路に面し、間口の広い恵まれた敷地に見えますが、奥に行くほど狭くくびれていく三角形に近い
不整形な形です。敷地の奥には覆い被さるように大きな樹木が生えていて、元のお住まいでは湿気や落ち葉
に悩まされていたそうです。
　 南側隣地は企業の管理地になっていて人の出入りもあるため、南に向かって開放的なプランとすることは
プライバシーの事を考えると困難でした。そこで大きな窓を設けるのではなく、変形した敷地にあわせて雁
行させた平面のそれぞれの面に程よい大きさの窓を設けることで、隣地からの視線をコントロールしやすく
考えました。またその部分を吹き抜けとすることで、上部からの採光で必要な明るさを補うとともに、吹き
抜けの壁に映える光や、見上げる梢の緑が印象的に感じられる、この家の象徴的な空間としています。
　 そこでは以前には迷惑な存在だった大樹が、風にそよぐ音や緑陰をもたらしてくれる、この住宅に欠かせ
ないものになりました。
　 吹き抜けは家全体を結ぶ屋内空間の中心でもあり、家族が何処にいてもその気配を伝えてくれています。
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　 文学研究者のご主人とピアニストの奥
様、ご夫婦のための住まいです。
　敷地は小高い丘の上に切り開かれた分
譲地の１区画ですが、敷地の奥には丘の
下からも見えるほどの大きな樹が数本茂
っていて、これらの樹木を借景として日
常の生活に取り込む事で、別荘で暮らし
ているかのような穏やかな住空間を作り
たいと考えました。
　 ピアノを置く部屋には高い天井高が必
要とされましたが、家全体のバランスに
考慮して屋根を高くするのではなく、ス
キップフロアのように床を下げる事で空
間を確保しました。ダイニングとの間は
３連の引き戸で仕切る事が出来ますが、
普段は開け放して空間のつながりと視線
の抜けを感じられる伸びやかな空間を作
り出しています。
　 ピアノ室の階下はご主人の書斎となっ
ていて、床と天井を作らない事で天井高
さを確保しています。基礎の底盤を直接
モルタルで仕上げた土間とし、天井も構
造を現しにした結果、地下室のような独
特の雰囲気を持った部屋となりました。
蓄熱暖房器のおかげで冬にも冷え込む事
がなく夏も涼しい快適な書斎です。
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「鶴ヶ峰の家」
　 ～�
���
�������'$����	�～
家族構成　夫婦+子
竣　 工　 　2014年5月
所　 在　 　神奈川県
構造規模　 木造軸組　 地上2階
敷地面積　 100㎡（30.25坪）
延床面積　 99.06㎡（29.97坪）
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「土支田の家」
　～日本家屋の

　 　リノベーション～

家族構成　夫婦+子
竣　 工　 　2013年3月
所　 在　 　東京都練馬区
構造規模　 木造軸組／地上2階
延床面積　 177㎡（53.5坪）

主な外部仕上げ
　 屋　 根：瓦葺き
　 　壁　 ：ジョリパット左官仕上
　 木　 部：レッドシダー
主な内部仕上げ
　 　床　 ：オーク無垢フローリング
　 　壁　 ：漆喰左官仕上
　 天　 井：レッドオーク合板貼
主な設備
　 キッチン製作、温水式床暖房
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築30数年の家のリノベーションです。
一度骨組みの状態まで解体してから全
てを新しく作り直しています。
今の暮らしに合った使いやすい間取り
へと変更するに際して、広い庭に面し
て建つ恵まれた環境を活かすよう開放
的なリビングを計画しました。
もともとの構造の制約がある中での計
画は難しくもありましたが、かえって
昔の家の思い出と新しい暮らしとをバ
ランス良く構成する事が出来たと思い
ます。
構造補強、断熱補強、間取り変更と、
建て替えと同じくらいの費用と時間が
必要なため大変迷われていらっしゃい
ましたが、引き渡しの際には「父親の
建てた家をまた残す事が出来てよかっ
た」と仰っていただけました。
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　 家の大きさをいかした、家族が皆のびのびと
過ごせる、明るく広がりのある家です。
　 家全体をつなぐダイニングの吹き抜けは生活
導線の中心であり、オープンな階段が家族皆の
行動を明らかにして家族の気配を伝え、ひとつ
の家としてのまとまりをつくっています。
　 ダイニング横にはリビングとは別にファミリ
ースペースを設け、学校から戻った子供達は主
にここで過ごしています。２階にある子供部屋
とは梯子で結ばれていて、子供達は梯子を昇り
降りして近道をしています。子供達が成長する
につれて、２階の子供部屋との使い分けが出来
てくる事を意図しています。
　 ダイニングとは対照的に高さを抑えたリビン
グは、植栽の豊かな庭へと視線を誘う落ち着い
た空間を作っています。庭側の開口を低く抑え
る事は隣家の視線からプライバシーを守る事に
も役立っています。
　 吹き抜けに面した２階の広いルーフテラスは
第２の庭であり、子供達の遊び場になるととも
に、夏には吹き抜けのガラスを覆う緑のカーテ
ンを育てています。
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「めじろ台の家」
　～完全分離型の
　 　２世帯住宅～

家族構成　夫婦+母
竣　 工　 　2012年4月
所　 在　 　東京都八王子市
構造規模　 木造軸組
　 　　　　地上2階 地下１階
敷地面積　 209.81㎡（63.47坪）
延床面積　 192.49㎡（58.23坪）

主な外部仕上げ
　 屋　 根：ガルバリウム鋼板葺き
　 　壁　 ：ジョリパット左官仕上
　 木　 部：レッドシダー
主な内部仕上げ
　 　床　 ：ナラ無垢フローリング
　 　壁　 ：珪藻土左官仕上
　 天　 井：レッドオーク合板貼
主な設備
　 キッチン製作、温水式床暖房
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　 日当りの良い敷地に建つ２世帯住宅です。敷地が道路よりも高くなっているため、その高低差を利
用した地下１階地上２階のL字型の家です。１階の庭に面した部分を親世帯に割り当てています。
　１階の親世帯には、庭とのつながりを楽しめるように水平に視線が抜ける落ち着いた空間構成を、
子世帯の生活の中心となる２階では、周囲に開けた環境をいかして空を感じられる明るさと広がりを
意図した計画としています。
　１階の隣り合った２世帯それぞれの玄関には土間をつなぐ扉が設けられています。
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